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グルオンが誤ってボトムクォークと同定されたもの，などを合計約 20％含む。これら 343 事象に力学的最
尤法を適用し，ジェットのエネルギー尺度とともに 2次元での尤度を求めたところ，トップクォークの質量




審 査 の 結 果 の 要 旨
　トップクォークの研究，特にその質量の精密な測定は，素粒子の標準理論の基本パラメータの決定という
位置づけのみならず，Wボソンの質量など他の物理量の情報と総合したヒッグス粒子の間接的な探索を可
能とするという意義を持つ。本研究は，米国フェルミ国立加速器研究所のテバトロン加速器を用いた陽子・
反陽子衝突実験 CDFにおいてトップクォークの精密測定を行った。テバトロンは現在のところトップクォー
クの研究が可能な唯一の加速器である。著者は，力学的最尤法という独自の解析方法を用い，また質量決定
の不定性の要因となるジェットのエネルギー尺度を信号候補事象自体を用いて較正するという方法を考案
し，これまでにない高精度での質量の決定を可能とした。最終的な結果は，単一の測定としてこれまでの最
高精度に肉薄するものである。以上を鑑み，本研究は博士論文として充分価値のある研究であると判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
